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連続立体交差化の構造工法等について意見交換を始めました

ＪＲ南武線連続立体交差事業に関する地域勉強会（第２回）を7月22日（金）に中原区役所で開催し
ました。踏切対策の手法、当該沿線地域における各踏切対策の効果、沿線まちづくりの必要性、連続立体
交差化の構造工法について意見交換を始めました。
（構造工法についての当日の資料（抜粋）は下図を参照）

構造工法については、概算事業費の考え方、用地取得期間と工事期間の見込み、バリアフリー、地震や
ゲリラ豪雨などの自然災害に対する比較などについて、様々なご意見をいただきました。

これらの議論を踏まえて、次回
以降の地域勉強会では、構造工法
の比較検討を深め、完成済の連続
立体交差化事例の現場視察も行い
ながら、当該沿線地域の課題解決
に向けて、最良となる構造工法を
検討していきます。

また、矢向駅、平間駅周辺で
地域活動されている団体の代表者
の方々にも、地域勉強会に出席し
てもらうべきなどのご意見もあり、
幅広く地域の方々に参加してもら
うべく検討していきます。


